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市民相談は、
お気軽に
公明党へ！

頼高市長の公約違反
「蕨駅西口再開発抜本的見直し」が する！！

　

松
本
徹
議
員
は
、
先
般
施
行
さ

れ
た
６
月
３
日
の
蕨
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
頼
高
市
長
が
公
職
選
挙

法
の
「
事
前
運
動
の
禁
止
」
に
抵

触
す
る
行
為
が
あ
っ
た
事
実
に
つ

い
て
６
月
・
９
月
議
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
追
求
を
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
、頼
高
市
長
の
答
弁
は
、

余
り
に
も
理
不
尽
で
不
誠
実
な
対

応
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
会
派

の
責
任
者
と
協
議
を
重
ね
最
終
日

の
9
月
26
日
に
『
頼
高
英
雄
市
長

の
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
行
為

に
対
し
て
謝
罪
を
求
め

る
決
議
』
を
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
採
決
に
お

い
て
は
、
共
産
党
を
除
く
全
議
員
の
賛
成

多
数
を
持
っ
て
可
決
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
頼
高
市
長
は
、
議
長

に
発
言
の
許
可
を
求
め
こ
の
決
議
に
対
し

て
「
違
反
行
為
を
認
め
た
上
で
、
こ
の
よ

う
に
お
騒
が
せ
し
た
こ
と
に
尽
き
ま
し
て

は
、率
直
に
お
詫（
わ
）び
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
行
動
に
尽
き
ま
し
て
は
、
反
省
す

べ
き
所
は
反
省
し
、
改
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
述
べ
、
議
会

と
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
道
義
的
責
任
を

感
じ
、
深
く
謝
罪
を
致
し
ま
し
た
。

　

左
記
に
お
い
て
、
決
議
文
の
内
容
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

市
長
選
挙
で
頼

高
市
長
は
、
蕨
市

政
の
３
大
改
革
を

訴
え
続
け
て
当
選

し
ま
し
た
。
し
か

し
、
就
任
わ
ず
か

３
ヶ
月
で
、
早
く

も
「
蕨
駅
西
口
再

開
発
抜
本
的
見
直

し
」
を
断
念
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

議
会
中
、
頼
高
市
長
は
、
西
口

再
開
発
の
問
題
に
対
す
る
答
弁
で

「
第
一
工
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私

と
し
て
は
、
現
計
画
を
白
紙
に
戻

し
、
貨
物
駅
跡
地
全
体
の
活
用
方

法
を
市
民
参
加
で
再
検
討
し
た
い
、

そ
れ
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
、

研
究
を
通
じ
て
、
現
時
点
で
中
止

す
る
こ
と
は
、
市
に
莫
大
（
ば
く

だ
い
）
な
負
担
が
か
か
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

た
め
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。」
と
敗

戦
の
弁
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
第

生活者重視の公明党

蕨
市
議
会
・
九
月
定
例
会

頼
高
市
長
と
徹
底
交
戦
・
正
義
を
貫
き「
謝
罪
」さ
せ
る
！

一
工
区
に
つ
い
て
は
県
の
認
可
が

既
に
下
り
て
い
る
の
で
、
初
め
か

ら
見
直
し
が
で
き
な
い
と
、
判
っ

て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
高
市
長
は
、

「
抜
本
的
見
直
し
を
す
る
」
等
と
で

き
な
い
こ
と
を
知
り
つ
つ
公
約
に

掲
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か

に
市
民
を
騙
（
だ
ま
）
し
た
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
西
口

再
開
発
問
題
は
、
蕨
市
の
発
展
を

考
え
た
と
き
必
要
不
可
欠
な
政
策

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私
ど
も
公

明
党
市
議
団
は
、
再
開
発
（
第
一

工
区
）
完
成
ま
で
一
歩
も
引
か
ぬ

決
意
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

頼高英雄市長の公職選挙法に抵触する行為に対して謝罪を求める決議

　去る６月３日執行された蕨市長選挙において、５月 27日の告示日以前か
ら頼高市長が候補者として自身の名前入りのタスキやのぼり旗を立て選挙
運動さながらの行為をされていたことを不特定多数の市民の方々が目運を
しており、そのため多くの苦情や批判が蕨市選挙管理委員会に通報された事
実を聞いている。蕨市選挙管理委員会の見解によれば、「選挙の告示前に個
人が行う政治活動として、氏名を書いたタスキを着用し街頭演説を行うこ
とについてであるが、タスキといえども文字が記載されていれば、公職選
挙法上、文書、図面の一種とされるので、使用にあたって一定の規制がある。
すなわち政治活動のためにする演説会等の会場において、当該演説会の開
催中に使用される場合にはこれが認められているが、街頭での演説は演説
会等の会場に当たらないと解されるので、公職選挙法第１４３条第 16項の
規定により、タスキを使用することはできないと解釈されているところで
ある。」と示されている。従って、頼高市長の告示前の行為は、公職選挙法
の事前運動の禁止に明らかに抵触しており、さらには、同法第１４３条第
16項の規定に違反することは明白である。現在、市長という重職にあって、
市民の範となるべき立場にありながら、議会において、この違反行為を認
めず、不誠実な態度は、市民を愚弄するとともに議会軽視でもあり、到底
容認できるものではない。
　よって、市議会としては、頼高市長に対し、道議的責任を自覚し、選挙
違反行為を率直に認め、市民の皆様に深く謝罪することを要求するととも
に、今後このような違反行為を二度と起こさぬよう市議会としても決議す
るものである。

平成 19年９月 26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県蕨市議会

市議会報告
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【
松
本
　
徹
議
員
】

（
質
）
市
長
の
市
長
選
挙

に
お
け
る
公
職
選
挙
法

第
1
4
3
条
第
16
項
の

抵
触
問
題
に
つ
い
て

（
答
）
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、
改
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
）
市
長
の
共
産
党
籍
に
お
け
る
政
治
理
念
に

つ
い
て

（
答
）
無
所
属
、
市
民
の
立
場
か
ら
、
全
（
す
べ
）

て
の
市
民
の
た
め
の
市
政
運
営
を
一
貫
し
た
姿

勢
と
し
て
貫
い
て
い
き
た
い
。

（
質
）
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
の
抜
本
的
見
直

し
に
つ
い
て

（
答
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
意

見
、
御
提
言
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
、
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
）
蕨
駅
東
西
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ

い
て

（
答
）
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
２
年
以
内
、

21
年
度
ま
で
に
駅
舎
の
東
西
口
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
質
）
高
級
公
用
車
３
台
の
廃
止
に
つ
い
て

（
答
）
議
長
車
、
教
育
長
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
の
運
行
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
議
会
及
び

教
育
委
員
会
と
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
そ
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
御
理
解
賜
り
た
い
。

（
質
）
不
要
な
土
地
の
売
却
に
つ
い
て

（
答
）
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
土
地
や
、

ま
た
売
却
が
可
能
な
土
地
を
抽
出
し
、
そ
の
売

却
に
つ
い
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
理
解
賜
り
た
い
。

（
質
）
市
政
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
内
容
に

つ
い
て

（
答
）
検
証
期
間
と
い
た
し
て
は
、
６
ヶ
月
程
度

を
予
定
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
毎
週
１
回
会

議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
て
い
く
。

（
質
）
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
見
直
し
計
画
内

容
と
効
果
額
の
進
渉
（
し
ん
ち
ょ
く
）
状
況
に

つ
い
て

（
答
）
特
に
財
政
面
に
お
い
て
は
、
現
在
の
条
件

の
も
と
、
新
た
な
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
17
年
度
、
18
年
度
の
２
ヵ
年
で
、
10
億
円

余
り
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
も

約
２
億
円
上
回
っ
て
い
る
。

（
質
）
蕨
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

（
答
）
旧
防
災
計
画
（
赤
本
）

と
震
災
対
策
編
（
黄
色
本
）

を
合
わ
せ
て
、
１
冊
に
ま

と
め
、
新
た
に
風
水
害
対

策
編
、
事
故
災
害
対
策
編
、

東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
に
伴
う
対
応
処
置
編
を

設
け
る
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援
護
者
の
安
全

確
保
及
び
避
難
所
の
確
保
な
ど
、
よ
り
綿
密
な

時
期
に
即
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

（
質
）
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
の
緊
急
対
応
策
に

つ
い
て

（
答
）
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
や
防
災
カ
ー
ド

の
作
成
な
ど
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
高
橋
　
悦
朗
議
員
】

（
質
）
10
年
間
に
わ
た
る

推
進
計
画
で
あ
る
第
４

次
蕨
市
総
合
振
興
計
画

と
５
ヵ
年
の
行
政
経
営

戦
略
プ
ラ
ン
の
違
い
と
意
味
に
つ
い
て

（
答
）
総
合
振
興
計
画
は
、
社
会
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
調
和
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
と
と
も
に
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
大
綱
や
内
容
を
総

合
的
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
経
営
戦
略

プ
ラ
ン
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
し
、
総

合
振
興
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
指
針
と

所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
場

所
で
の
有
効
利
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

８
３
８
台
が
リ
サ
イ
ク
ル
販

売
さ
れ
た
。
無
償
供
与
に
つ

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
考

え
て
い
な
い
。

（
質
）
平
成
20
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
蕨
市

介
護
老
人
保
健
施
設
の
進
行
状
況
と
規
模
・
設

備
、
利
用
方
法
に
つ
い
て

（
答
）「
医
療
法
人
社
団　

東
光
会
」
が
設
置
・

運
営
す
る
も
の
で
、
工
事
は
全
工
程
の
32
％
が

終
了
し
、
鉄
骨
５
階
建
て
、
床
面
積
７
２
２
７

平
方
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ッ
ド
１
５
０
床
、
診
察
室

や
機
能
訓
練
室
、
相
談
室
の
他
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
併
設
さ
れ
、
送
迎
付
で

の
機
能
回
復
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
。

【
大
石
　
幸
一
議
員
】

（
質
）
蕨
市
の
交
通
事
故

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

（
答
）
本
市
の
交
通
事
故

の
死
傷
者
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
日

ご
ろ
か
ら
、
交
通
安
全
団
体
が
啓
発
活
動
を
し

て
い
る
成
果
だ
と
考
え
る
。

（
質
）
蕨
市
の
信
号
機
の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
音
の
出
る
信
号
機
は
、

設
置
さ
れ
な
い
の
か

（
答
）
本
市
の
信
号
機
は
、
平
成
19
年
３
月
末
現

在
、
１
０
３
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
も
、

５
基
設
置
の
予
定
が
あ
る
。
音
の
出
る
信
号
機

も
含
め
、
今
後
と
も
、
蕨
警
察
署
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
）
蕨
市
の
ご
み
の
分
別
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

（
答
）
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ

し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
質
）
電
子
自
治
体
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
蕨
市
情
報
化
総
合
推
進

計
画
と
し
て
電
子
市
役
所
の
構
築
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
電
子
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

（
答
）
電
子
市
役
所
の
構
築
に
向
け
て
、「
庁
内

イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
内
部
事
務
及
び
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
電
子
化
」
に
取
り
組
み
、
現
在
ま
で
に
「
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」「
総
合

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」「
電
子
入
札
・

調
達
」「
申
請
届
け
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
を

開
始
し
、
今
後
も
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
も
画
面
の
構
成
、
運
営
方
法
、
経
費
も
含
め
、

関
係
各
課
で
協
議
を
し
、
早
い
段
階
に
方
向
性

を
定
め
て
い
く
。

（
質
）
蕨
市
の
広
告
事
業
の
導
入
と
、
Ｈ
Ｐ
の
バ

ナ
ー
広
告
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぷ
ら
っ
と

わ
ら
び
」
や
「
市
の
所
有
車
」・「
広
報
蕨
」・「
市

の
封
筒
」
等
公
用
媒
体
を
利
用
し
た
広
告
事
業

と
し
て
、
財
政
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

（
答
）
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
収
入

確
保
の
面
か
ら
、
本
市
で
も
取
り
組
む
こ
と
は

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。
バ
ナ
ー
広
告
に

つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、

導
入
に
つ
い
て
検
討
致
し
ま
す
。
他
の
媒
体
利

用
に
つ
い
て
は
、
充
分
調
査
・
研
究
し
た
上
で

可
能
な
も
の
か
ら
導
入
を
考
え
た
い
。

（
質
）
市
の
放
置
自
転
車
に
対
す
る
取
り
扱
い
及

び
現
状
。
現
在
、
撤
去
し
た
自
転
車
の
保
管
場

所
が
飽
和
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

の
対
応
策
。
ま
た
、
市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
撤
去
し
た
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
と
国

際
貢
献
と
し
て
の
発
展
途
上
国
へ
の
無
償
供
与

へ
の
取
り
組
み
の
考
え
に
つ
い
て

（
答
）
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
、
放
置
自
転
車
対

策
の
た
め
の
指
導
を
実
施
し
、
成
果
も
出
て
お

る
が
、
10
月
実
施
の
見
直
し
例
あ
わ
せ
、
さ
ら

な
る
取
り
締
ま
り
指
導
を
実
施
す
る
。
保
管
場

り
、
ご
み
の
資
源
率
は
30
％
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
全
国
平
均
の
２
倍
の
達
成
率
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
広
報
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
）
ご
み
の
減
量
化
対
策
の
考
え
方
と
ご
み
袋

を
市
指
定
の
袋
に
し
て
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な

げ
る
考
え
は
な
い
か

（
答
）
ご
み
問
題
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
、
多

様
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
の
延
命
か
問
題
も
あ
り
、

更
な
る
ご
み
減
量
化
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
８
月
に
蕨
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
に
「
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
」

と
し
て
、
諮
問
し
た
所
で
あ
る
。
来
年
３
月
に

解
答
が
あ
る
の
で
、
今
後
、
審
議
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、「
指
定
袋
制
」
も
考
え
に
入
れ
な

が
ら
蕨
市
に
あ
っ
た
ご
み
の
減
量
化
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
）
奨
学
金
・
入
学
資
金
貸
し
付
け
条
件
に
「
連

帯
保
証
人
」
が
必
要
だ
が
、
廃
止
す
る
考
え
は

な
い
か

（
答
）
連
帯
保
証
人
を
条
件
と
し
て
い
る
所
は
多

い
状
況
で
あ
る
。
本
市
も
貸
付
金
の
返
還
が
滞

る
と
、
新
た
に
借
り
入
れ
を
申
し
込
む
方
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
現
状
で
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
は
更
に

勉
強
を
し
検
討
を
し
た
い
と
考
え
る
。

（
質
）
い
じ
め
・
不
登
校
等
、
児
童
生
徒
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
相
談
に
つ
い
て
の
対
応
策
と
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か

（
答
）
教
師
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を
取
得
、

活
用
し
諸
問
題
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

教
師
個
人
が
生
徒
指
導
に
係
る
諸
問
題
を
一
人

で
抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
校
内
組
織
を
活
用
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
組
織
的
に

問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

一
般
質
問
・
要
旨


